
 

新たに盛込まれました。  

２．平成14年度密漁防止対策全国連絡会議開催される          －全漁連－ 

海上保安庁の密漁取締について」海上保安庁警備救難部刑事課捜査係長 西

「警察庁の密漁取締について」警察庁生活安全局生活環境課生活経済対策室

氏 ▽「福岡県有明海区の密漁取締について」福岡県有明海密漁機動取締隊

敏氏 同隊員 陣内保正氏 ▽「大都市周辺部における最近の密漁実態と対

福岡県・津屋崎漁協代表理事組合長 高田明昌氏 ▽「流通段階におけるア

に向けての可能性について」全漁連漁政部次長 乙幡眞一氏 タグメーカー

度船舶職員養成講習会開講 海技士を目指し25名が受講 

去る1月7日県立漁業高等学園において、焼津、県鰹鮪漁協との共催による平

職員養成講習会(3・4・5級海技士、航海・機関科)の開講式を行いました。 

は、漁業従事者の確保と海技従事者の育成を図ることを目的に毎年開催して

当日は本会河尻部長より主催者挨拶があり、続いて戸塚県立漁業高等学園長

葉が述べられました。 

講生は、4級海技士13名(航海科6名、機関科7名)、5級海技士5名(航海科4名、

21名で、既に昨年12月2日より講習に入っている3級海技士7名(航海科3名、機

えた合計25名が、来る3月11日から焼津漁協において開催予定の臨時国家試験

操業を決定         －県桜えび漁業組合－ 

21日役員会を開催し、平成15年度のサクラエビ春漁の操

しました。 

6日(木)朝 ▽休漁日：3月29日(土)、4月5日(土)、12日

(月)、5月2日(金)～4日(日)、10日(土)、17日(土)、24日

なお、平成14年度秋漁(10月28日～12月27日)の水揚結果が

まとまり次の

9,446万円(同
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業組合では去る12月
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 謹 賀 新 年 
本年も宜しくお願い申し上げます。

 

１．平成15年度水産予算概算決定額 対前年度比4％減の2,967億円 

 平成15年度予算政府案が去る12月24日閣議決定し、水産関係予算は前年度に比べ4％減の

2,967億円、このうち、公共予算は政府の公共事業費削減方針により2,026億円(前年度比95.

1％)で、非公共予算は941億円(同97.9％)となりました。 

 15年度の水産予算の柱は①安全・安心な水産物供給体制の整備②ブランド化に向けた生

産・加工・流通体制の整備③水産業の構造改革の推進④都市と漁村の共生・対流による地

域の活性化⑤国際漁業の管理に必要な体制の構築⑥漁港と漁場が一体となった効率的な水

産基盤の整備 の6項目となっています。 

 これらの予算については、安全対策で新規に国民が安心できる養殖生産物の生産体制の

整備に4億2,900万円、水産物の安全・安心推進強化策に1億5,300万円、漁場環境の化学物

質リスク対策推進事業に3億円が盛込まれています。また、地域水産総合衛生管理対策推進

事業が348億200万円(公共・非公共)と大幅な増額となりました。 

 ブランド化では、新たにブランド水産物確立総合対策事業に73億7,000万円(公共・非公

共)が認められ、水産業の構造改革ではＴＡＣ・ＴＡＥの管理体制整備、資源回復計画等の

資源管理体制・機能強化総合対策事業8億2,700万円(新規)が認められました。 

 更に、減船や休漁に備えた資源回復推進等再編事業(減船)15億100万円、同(休漁)に6億

円、漁場の造成など資源回復支援基盤整備事業(公共)94億円、同漁業集落環境事業に1億2,

000万円(新規)、川上から川下にいたる豊かで多様性のある海づくり事業に5億4,500万円が
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(土)、19日(

(土)、5月31
とおり発表されました。 漁獲量：389トン(前年比52.2％) 水揚金額：11億

81％)平均単価：46,067円／15キログラム(同155.7％) 

日程 (1月14日(火)～1月27日(月))          －既報分省略－ 

理事会 (県水産会館) 

事会 (  〃  ) 

金＝理事会 (  〃  ) 

体役員合同新年懇談会  (静岡市・ブケ東海) 

推進本部＝幹事長会議(清水～西部) (県信漁連焼津支所) 

網組合＝役員会 (県水産会館) 

推進本部＝幹事長会議(伊東～沼津)(伊豆長岡富士見ハイツ) 

漁業組合＝役員会 (県水産会館) 
 全漁連では去る12月17日、東京のコープビルにおいて国と全国の漁連や都道府県の関係

者等114名の出席のもと「平成14年度密漁防止対策全国連絡会議」を開催しました。 

 会議は、宮原邦之全漁連常務の主催者挨拶、続いて井貫晴介水産庁沿岸沖合課長の挨拶

があり、その後関係各庁や各県からの報告及び情報交換、そして田中克哲漁村振興研究所

所長による「密漁品の流通規制に関する法令および対策の可能性について」と題した講演

が行われました。 

 関係者からの報告については次のとおりです。 

▽「密漁の現状と問題点について」水産庁沿岸沖合課内水面調整班内水面調整係長 小坂

1月16日(木) 県漁連＝第7回

  〃    県信漁連＝理

  〃    県漁業振興基

  〃    水産会館内団

1月17日(金) 県漁協の共済

1月20日(月) 県しらす船曳

1月21日(火) 県漁協の共済

1月24日(金) 県棒受網鯖釣


